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蚊族幼虫の棲息環境については， 既に加藤並びにその協力者 （１９５０，１９５２ａ，１９５２ｂ，１９５３，１９５４，

１９５５ａ，１９５５ｂ），細井 （１９４９，
１９５０），加納・佐藤・佐々 （

１９５０） 等によって， それぞれ生態学的あ
る

いは衛生昆虫学的立場から， 種々の調査がなされ
ている， 即ち加藤・鳥海 （１９５０） は仙台市近郊に

おいて， 佐藤・石村・鳥海・加藤 （１９５４） は十和田・八甲田地域において， 加藤・松田・鳥海

（１９５５ａ）は宮城県湧谷郊外の加護坊山において， それぞれ蚊族幼虫の棲息環境を調査し，蚊族幼

虫が水域によって棲み分けを行っていることを報告している， 叉， 加藤・鳥海・佐藤 （
１９５３）は八

”・７８－



神居古撞の河原における蚊族幼虫の棲息環境

甲田山のブナ樹洞に棲息する蚊族幼虫について， 栗原・加藤 （１９５２ｂ）は仙台市の墓地の石手洗に

棲息する蚊族幼虫について，特に微小生物相との関係を群集生態学的に明らかにし，
蚊族幼虫とあ

る種の微小生物との間には平衡現象が認められることを述べている．

Ｆｉｇ．１． Ｔｈｅｄｒｙｒｉｖｅｒ‐ｂｅｄｕｎｄｅｒＫａｍｕｉｋｏｔａｎ‐ｏｈａｓｈｉ（ｂｒｉｄｇｅ）．

筆者等が調査した神居古糧大橋下２）の河原 （第１図）は約 ７０ｍ 平方に過ぎない小区域であるが

そこには河水あるいは流石の浸蝕によって生じたいわゆる

　

Ｐｏｔ

　

ｈｏｌｅ を主に，大小無数の水域が散

在し， 複雑な地形や植生と相撲って蚊
族幼虫の棲息の実態を解析する為には極めて興味深い場所と

なっている， この河原の約 ４０ パーセントは Ｂｕｓｈ地帯で， その他は， 裸出した岩石
３）と若干の砂

地によって出来ている， 叉，橋や草木によって直
射日光のさえぎられる水域や， 反対に直射にさら

される水域， あるいは日照りが続くと干
上ってしまうような一時的水域から，常時水を満たしてい

るものに至るまで，種々雑多の水域が存在している，
更にこの附近は観光地帯になっている関係上

水域が人為的に汚染きれる場合も屡々ある，

　

このように，比較的狭い区域であるにもかかわら
ず極めて複雑な環境をもっているこの河原には

一体どのような種類の蚊族幼虫がどのように棲息しているかということについて，特に微小生物相

との関連において調査したので， ここにその結果を報告する，

　

本論に入るに先立ち， 地質学的， あるいは地形学的
な立場から助言を寄せられた本学教官， 井ロ

休夫・若生達夫の両氏に厚くお礼を申上げる，

調

　　

査

　　

方

　　

法

調査は昭和３２年４月１３日から同年１１月３０日まで１２回行った，

河原を便宜上，４地域に区分けし（第２図及び第３図）， 各水域毎に番・号を定め， そこに棲息す

る蚊族幼虫を採集すると共に， 微小生物を調べる為に水底の泥の表層を併せて採集した， 微小生物

の検鏡にあたっては， 採集後できるだけ速やかにこれを行うこと，各水域毎に一定量の水滴を調べ

ること （３ 枚のスライ ドグラスにそれぞれ３摘ずつ計９摘，
１８皿３×９） の２点に留意した，

尚各水域の形状，水量，日射， 水の清濁， 草木の繁茂程度等をも併せて記録し， それぞれの観点

から解析を試みた，

結 果 及

　

び

　

考 察

１． 各種の蚊族幼虫の季節的消長

本調査によって確認し得た幼虫は第１表に示すように５種類である， 幼虫が最初に発見きれたの

ー１７９－
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は５月３日であった。 即ち４月１３日の調査では全く発見されなかったのが，
５月３日にはヤマトヤ

ブカ４）の１令及び２令幼虫が数個所の水域で多数発見されたことから， この種の幼虫は恐らくは
４

月２５日前後に層化したものと思われる， そして１１月３０日（水面には厚さ１，５ｃｍ程の氷がはっていた）

に， 僅か１個所ではあったがヤマトヤブカの
３令幼虫２匹を発見したのが最後で， その後は翌春に

至るまで幼虫を見出すことはなかった， ヤブカ類は本州では卵越冬と共に幼虫越冬もすることが知

られているが （加藤，１９５５ｂ），当地方では恐らくは卵越冬に限られるもの
と思われる，

　

エゾウスカは６月中旬に初めて発見され，
１０月上旬を過ぎると全く見られなくなった。 スジアシ

イエカについてもほぼ同様のことが言える， エゾヤブカについては，９月上旬に２個所で， いずれ

もエゾウスカと混棲している２令幼虫を発見しただけであった。 またハマダラウスカは，
７月上旬

に２個所で， いずれもヤマトヤブカと混棲している数匹の
４令幼虫を発見しただけであった。

　

各種蚊族幼虫の発見頻度の季節的消長を，百分率法 （加藤ｏ松田・山
下 １９５２ａ） の手法を用いて

第４図に示した， これは月毎に各種類の発見頻度と総発見頻度との割合を百分率の信頼限界で算出

し， 各種類毎に図示したものである， この場合の信頼度は
６０％であるから， ある種の信頼中と他の

種の信頼中とが重ならない場合は，両者の間には
４％５）の・危険率で差の有意性が認められ

ることに

なる， 以上の観点から第４図を通覧すると， ヤマトヤ
ブカと他の種類， 特にエゾウスカとがほぼ逆

の関係になっていることがわかる， 即ち， ヤマトヤブカは５月，
６

　

月には池種と比べて遥かに優位

にあるが，
７月には急に低下し，９月，

１０月と再び優位に戻る， それに反し， エゾウスカは
７月に

最高となり，９ 月になると低下し，
１０月には全くみられなくなる， スジアシイエカもエゾウスカと

ほぼ同様の傾向をもつことが認められる．

　

野村 （１９５６） は， トウゴウヤブカ （ＡｅｄｅｓＺｏｇｏの

　

は晩夏より初秋にかけて増殖し， 最盛発生期

は９～１０月であるのに対し， アカイエカ （Ｃ・ご‘ＺＢＪ結髭ゑ輝雄） やコガタアカイエカ （Ｃｚ‘Ｚ窃 か“”ｅ‐

月ｅｄｅｓ
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”〆の初’解ゐ％ｓ） は初夏及び盛夏に最も多いと述べている， 叉加藤 （１９５４） は， 宮城県宮戸島で約

４００ 個所の水域を調査し， アカイエ力は７月から９月にかけて多く発生するのに対し， トゥゴウヤ
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ブカは９月に多く出現し， 且つ他種よりも比較的早い時期から発生を開始することを述べている．

　

アカイエカとスジアシイエカ， 及びトウゴウヤブカとヤマトヤブカは， それぞれ

　

Ｃｚβ彰鴬 亜属及

び Ｚ彰のα亜属に属し， 分類学的に極めて近緑の種類同志であることを考えると，神居古漬にお

ける政族幼虫の季節消長は，ほぼ本州一のそれと一致する点興味深く思われる．

　

２． 各種の蚊族幼虫の分布状態

　

第２図のように，河原を平行に４地域に区分けしたのは， 土手と川とがほぼ平行であり， 且つそ

の環境もほぼ平行して変化している為である。 即ち第１地域 （第３図，Ａ）は土手近くの Ｂｕｓｈ地

帯で， 全水域は殆ど日影になっている， 第２地域 （第３図，Ｂ） は大体が岩盤から成り，Ｂｕｓｈが不

連続的に存在する地帯である． 第３地域 （第３図，Ｃ） はこの河原では一番高い地帯であり， 僅か

に Ｂｕｓｈ が存在する。 第４地域 （第３図，Ｄ） は川岸の部分で，Ｂｕｓｈ

　

は全く存在せず， いわば裸

岩地帯である． なお土手の附近には民家があるが，それの直接の影響， 即ち民家から流れ出す汚水

が河原の水域を汚染するようなことはないように思われた．

以上のような４地域と， 蚊族幼虫の棲息との関係を百分率法によって図示した （第５図）， 即ち

各地域毎に，その地域内をこおける各種幼虫の発見頻度数と， 幼虫の延べ発見頻度数との割合を百分

率の信頼限界で算出し， 図示したものである。 発見された幼虫は５種であるから， 平均発見率は２０

越
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ｏｆ

　

５

　

ｓｐｅｃｉｅｓ，

％である，

　

第５図を通覧すると， 第１地域では

エゾウスカのみが平均発見率を超えて

おり，５ 種類の間にはエゾウスカ＞ス

ジアシイエカ， ヤマトヤブカ＞ハマダ

ラウスカのように有意の差が認められ

る， 第２地域ではヤマトヤブカのみが

平均発見率を超え， 且つ第１地域とは

異なり， エゾウスカとスジアシイエカ

の間には差がない程， 両者の信頼中が

重なり合っている． 第３地域と第４地

域においてはヤマトヤブカのみが平均

発見率を超え， しかも他の４種は殆ど見られなくなっている。 地形的に見るならば， 第３地域と第

４ 地域とは一見異つた地域の様相を示しているが， このように両者が全く同じ分布状態を示してい

ることから， 地域的棲息環境はむしろ３つにまとめられると考えられる， 結局第１地域がエゾウス

カによって特徴づけられているのに対し， 他の地域はヤマトヤブカによって特徴づけられ， しかも

第２地域の分布状態は第３， 第４．地域への移行型を示していると言える， 言いかえれば， 土手の近

くではエゾウスカが多く棲息し， 川に近づくにつオ 〔ヤマトヤブカが多くなり， 川岸では全くヤマ

トヤブカが優占種となっているということになる．

　

３． 水域型と蚊族幼虫の関係

　

この河原において蚊族幼虫の棲息が可能と思われる水域は，

　

怪 ５ｃｍ 程の小さな水域から表面積

１ｏｍ２に達する大きな水域まで約１３０個所あり， 且つその水量， 形などは千差万別である， しかし

実際には ６ｍ２以上の大きな水域に敷族幼虫が発見されることは稀であり， むしろ日照りの後には

干上ってしまうような， 径５ｃｍ乃至 ２０ｃｍ の一時的水域に多く発見された， よって幼虫の棲息状態

と水域の水量や地形との関係について解析を試みた。

水域を水量と形に基づいて第２表及び第６図に示すような１１の型に部類分けし， これ等１１の水域
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型に発見される蚊族幼虫の割合を比較してみた， 即ち， ある水域型における各種蚊族幼虫の発見頻

度数と， その水域型における延べ発見頻度数との割合
を百分率の信頼限界で算出し，各水域型毎に

図示した （第７図），５種類の幼虫の平均発見率は第５図同様
２０％である，
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第７図を通覧し，信頼限界の上限乃至下限が
２０％の線からはずれていれば，その種類には十（棲

息する場合）， あるいは一 （棲息していない場合） 印をつけ， 平
均値にまたがる種類には土印をつ

けて第３表にまとめた，

即ち小皿状，財布状，皿状，洗面器状等の各水域にはヤマトヤブカのみが圧倒的に多く発見され，

他の種類は， その信頼限界の上限さえも
平均値以下である． タライ状，植木鉢状の水域になるとエ

ゾウスカ及びスジアシイエカが少し出てくるが， やはりヤマトヤブカによって特徴づけ ら れ て い

る． 浅池状の水域では， ヤマトヤ
ブカとエゾウスカとの間に有意差が認められる程度にまでエゾウ

スカの発見率が高くなり， 更に小池大の水域になるとヤマトヤ
ブカは平均値以下となり，代ってエ

ゾウスカとスジアシイエカが優位となる，

　

以上の事柄から， 表面積が小さくて底の浅い
水域ではヤマトヤブカの優位性が高く，水表面の大

きさの割合に深さがあるものにはエゾウスカとスジアシイエカが出はじめ， 更に広く且つ深い水域

では， ヤマトヤブカに代ってエゾウスカ， スジアシイエカが優占種となっていることがわかる， 更

に一般的傾向として， 水量が少なし・水域にはヤマトヤ
ブカが圧倒的に多く発見されるが，水量が多

くなるにしたがってヤマトヤブカの優位性が低下し， 逆にエゾウスカ， ス
ジアシイエカが優位とな

っていく傾向がみられる．

　

４． 水域附近の状態と蚊族幼虫との関係

　

水域をその附近の状態により３群に類別した． 即ちＢｕｓｈに囲まれて直射日光を受けない 叢中

の水域 と，Ｂｕｓｈが全くない為に日当りがよく且つ落葉などの影響も考え
られない 裸地の水域

と，更に以上２群の中間的な水域として， 周囲
は半ば草におおわれ近くには樹が生えているために

－１８４－
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半日影となり，且つ落葉が沈んでいる
ミ中間地の水域 の３群である． 以上３群の水域における蚊

族幼虫の発見頻度数と，その水域における延べ発見頻度数の割合を百分率法によって図示した （第

８
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即ち 裸地の水域 はヤマトヤブカとスジアシイエカが多く棲息することによって特徴づけられ

中間地の水域 はスジアシイエカにより， 叢地の水域 はエゾウスカとエゾヤブカによって特

徴づけられていることがわかる， 尚スジアシイエカは 裸地の水域 及び 中間地の水域ミを特徴

づけると共に，
ミ叢中の水域 にもかなり進出していることから，他種に比べて広範囲の棲息水域

をもっものであると言える．

次に上記３種の水域を，水が澄んでいるか， 濁っているかによって更に２分した， 水底が見える

ものを 澄水 それ以外を 濁水 とした， このようにして類別された６種の水域について， 既に

述べた手法によって百分率図表にまとめた（第９図），
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第９図を通覧すると， 蚊族幼虫は一般に濁った水よりも澄
んだ水の方に多く棲息していることが

わかる，

　

また第８図にもあてはまることであるが， ヤマトヤブカとスジアシイエカの２種は共に

裸池の水域（澄水） を特徴づけ， 叢地の水域（澄水） を特徴づけるエゾウスカとの間には明

らかに相違がみられる， しかし信頼限界の重なり工合からみると， ヤマトヤブカに対し， エゾウス

カとスジアシイエカとは互に重なり合い， この２種が相似た分布状態をもつことを示しているよう

に思われる． したがって上記の３種間の分布状態は， ヤマトヤブカとエゾヤブカとでは全く逆の関

係にあり， スジアシイエカがあたかも両者の中間的位置にあるように思われ，興味深く 感ぜ られ

る．

Ｌａｃａｓｓｅ， 山ロ （
１９５０） によると， ヤマトヤブカの幼虫は， 最も普通には日当りのよいところに

みられるが， かなりの日影にも出現し，岩石や陶器によってできた水域に棲息する， 叉エゾウスカ

の棲息水域は， 新鮮な水がゆるやかに流動している溝や， 草が繁茂しているところにあって， 緑藻

類の豊富な水域である， 更にスジアシイエカの棲息水域は， 大部分が Ｇｒｏｕｎｄ

　

ｐｏｏｌ で， きれいな
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水に多くみられると述べている，

　

したがってこの河原においても， それぞれの蚊族幼虫の一般的な棲息傾向がみられるということ

ができる，

　

５． 微小生物と蚊族幼虫の関係

　

蚊族幼虫の棲息する水域の実態を有機的に把握するために， 微小生物との関係を調べた． 微小生

物は約４０種類発見されたが，それらの中， 年間を通じて
５回以上発見されたもの２９種類について統

計処理を行った，

　

（Ａ） 棲息水域と無棲息水域との比較

調査回数は， 蚊族幼虫の棲息していない水域の
７１回に対し， 棲息水域が１９１回あったので， 後者

から無作為に７１回取り出し， 両者の回数を等しくして比較した， 即ち各微小生物について， それぞ

れの水域における発見頻度数と，両水域に発見された頻度数との割合を百分
率の信頼限界で算出し

百分率相関図表にまとめた （第１０図），

　

この図においては， 信頼限界の上限と下限を結ぶ横棒が左

から右へいくにしたがって， その微小生物は蚊族幼虫の棲息する水域に多く発見され， 同時に蚊族

幼虫の棲息していない水域における発見率が低下することを示している． したがって５０％の線に信

頼限界の上限乃至下限がかかっている種類があれば， その微小生物は両水域の何れにも多く分布す

ることにはならない， 叉５０％の線に信頼限界の上限乃至下限がかからない種類は， 両水域の一方に

多く発見されることになる．

　

以上の観点から第１０図をみると， Ｇｒ”’’ｚ７’２郷リルγα，Ｓ““”“”，品α”〃“α は蚊の棲息している

水域にのみ発見され， 叉

　

Ａｃ”’ｚｏｐゑ卿ｓ，Ｐｅ滋郷Ｚγ粥７２

　

は蚊族幼虫の棲息している水域の方により

多く発見 さ れ る， 反対に

　

ＤＺ扉ｚ‘ｇ如

　

Ｂ， Ｃ初α“２ｙメの”のｍｓ， βｚ‘ｇＺｅ”” αα偽

　

ＤＺ扉“ｇ卿

　

Ａ，

Ｐ”ァの”解ｄｚ‘’“

　

等は蚊の棲息していない水域にのみ 発 見 さ れ， Ｃｏｓタフｚα締切’ｚ， ＳＰかｏｓお“”″“，

Ａ夕７２０鋤”Ｚメタ７徽匁，対”〆”””，ＣＺＯＳＺＢ門”’“等は蚊の棲息していない水域の方により多く発見されて

いる，

　

加藤・鳥海・佐藤（１９５２ａ）によると，八甲田山のブナ樹洞においては， Ｐ厩ＺｏｄＺ７２α，ＣＯＺＰＺｄＺｚ‘”ｚ，
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β

　　

幽鴎

　　　　　　　　　　

／○Ｏ

　　　　　　　　　　

ＪＯ

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　

÷÷／ｏ″７ｏ？”ノゎ‘″“”ムばＪ

－１８６－



神暦古運の河原における蚊族幼虫の棲息環境

おｇβ“郷α

　

Ｊ

　

は蚊のいる樹洞には出現せず， Ｃｙ〆メメメｚ‘’７２， 猛塀ｚのＺＱ

　

Ｃ初のブリｄｏ“の〃鯖

　

Ｂ，
崩御勿”卿 等は著しく密度を減ずること， 及び一般的には， 蚊の侵入により， 微小生物群集は個体

密度を著しく減少して貧弱なものとなり，時には全く消失してしまうことがあると述べている，

　

筆者等の行った調査では，
．Ｃ粥”７７“ばｏ７７ｚｏｉｚαｓ及び 那加Ｚｃｚ‘卿 については同様の結果になったが

品郷去８“” の場合は丁度逆で， 蚊のいない水域の方に多く発見されている， このことは，樹洞と河

原という全く異質の環境に原因するのではないかとも考えられるが，詳細は不明である， 尚， 蚊の

棲息する水域の微小生物は棲息しない水域よりも，その種類を減じ， 且つその個体密度が低いとい

うことについては， 筆者等の場合も同様であった。

　

叉， 加藤 （１９５５） は仙台市大年寺山の林内の水溜りで， キソイロヤブカ （Ａｅｄｅｓり錆の２ｓ） の幼

虫の出現と， その環境の動きとの関係を調査し， 微小生物相の動きも， 蚊の醇化や生育と密接に関

係していること， 即ち Ｃ腸α７〃ｙｄの７２０〃αｓ

　

の数が圧倒的にまさってし．る時には若令幼虫は出現せず

Ｃ形の７２ｙｄｏｍｏ“αｓが減じて ＤＺ鯛ｚ増加 αｃｃ夕”メタｚのＢ

　

などの原生動物の勢力が比較的に増している

時に若令幼虫がみられると述べている。 筆者等の場合は，全幼虫期を一つにして解析を試みたので

あるが， Ｃ初の７２Ｚｄｏ；〃“ｍｓについては同様の結果を得たのに対し，Ｄ”””ｇｚ
．”は蚊族幼虫の無棲

息水域にのみ発見されている点が異なる，

　

（Ｂ） 各種蚊族幼虫と微小生物との関係

　

ある種の蚊の幼虫の棲息する水域の微小生物の発見頻度数と，その水域における延べ発見頻度数
との割合を百分率の信頼限界で算出し，蚊の種類毎に図示した（第１１図）． この場合， 微小生物の
種類が２７種であるから平均発見率は約４％である，

　

第１１図を通覧し， 平均発見率よりも多く発見されるものを拾いあげると，２７種の微小生物は次の
８群に部類分けされる，

　

１． ヤマトヤブカ， エゾウスカ， スジアシイエカの３種を特徴づけるもの （１０種）：～”〃Ｚｃｚ‘卿，
ｓｃｅ〆ｚｅｄＢ鰯”錫 “″αＣ為ｅＺｏ“ｚの煽ｓ， ＡＧル“”′ｚ物ｅｓ， Ｐあαα燭

　

ＣＺ‘”如

　

ｓｐり

　

Ｅｚ‘ｇＺｅ”” αｙｚげｚｓ，

Ｏ

　　　　　　　　　

ＪＯ

　　　　　　　　

／００

／．舵ｏ｝／‘”／”

／夕．仁ムｒｏｒｅ／／”

／Ｊ．拷ｏｒ′／ｃ‐ｅ／／”
　　　　　　　　　

　

　　　　
／Ｓ，″□／／ｅｒ／ｑ
／６．Ｇ／ｅ“ｏｄ／”′”
　　　　　　　　　　
／汐．Ｇｒｏの′力ｏ′のわｒｏ
／？．ごｙ″’ｏｅ／／ロ
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
２３，″亡ルカｏ力みｒｙぶ
　　　　　　　　　　　　
２６，ＪＰ〃ｏｉ′ｏｍ〃〃’
％．お／ロタタ””加 平．
２７，Ｅ”夕／ｅ“ク５Ｐ，

″＠グ” だ卿“／＜”ぶ

　

．

　　　

こり／ｅｘｒｕｂｅ““≦

　　　　　

．こり′ｅズソロクロ那

Ｆｉｇ．１１，

　

Ｔａｂｌｅｓ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｃｏｎ賃ｄｅｎｃｅｒａｎｇｅ

　

ｏｆ

　

ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅＰｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ

　

ｏｆｓｐｅｃｉｅｓ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

ｍ．ｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ

　

ｏｂｔａｉｎｅｄ

　

ｆｒｏｍ

　

ｅａｃｈ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｌａｒｖａー

　

ｈａｂｉｔａｔｓ

　

ｏｆ

　

ｍｏｓｑｕｉｔｏｅｓ，
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Ｃ珍γｏｒｅＺＺα，ＣＺＯＳＺｅ“““ｚ，為隙為Ｂ“”，

　

２． ヤマトヤブカ， エゾウスカの２種を特徴づけるもの （２種）：Ｓ‘””〆αｓか“’”，Ｐａｄβ傭おｚ”〃．

　

３． ヤマトヤブカ， スジアシイエカの
２種を特徴づけるもの （１種）： ”僻まＺｃｅ””．

　

４， エゾウスカ， スジアシイエカの
２種を特徴づけるもの（２種）： Ｇγの”’””おめル卿，Ｓ”γ汐ａ“”．

　

５． ヤマトヤブカにだけ多いもの （３種）：Ｓ珍かｏｇｙγα，Ａ粥僻みαＺＺ’７２”＃，ＣＺＢ”ｏｄｇ溺れ

　

６． エ ゾウ ス カ に だ け 多 い も の （５種）： ＳＺ‐ｙわなｙｃた”，
Ｃｏｓフフｚ〃”“７２，ＳＰ存ｏｓ勿タフｚｚ‘“２，

卿ｇＢＺＺ郷αｓＰ．，β“ｇＺａ７２αｓＰ．

　

７． スジアシイエカにだけ多いもの （２ 種）：Ｃｙ““β“”，Ａフ“ｏＢろ”ＰγｏＩＢｚ‘ｓ．

　

８． どの蚊をも特徴づけないもの （２種）：Ｚｙｇれβ’””，ＡαＺ“ＯＰルメッｓ．

　

即ち２７種のうち，１０種類の微小生物は，３種の蚊に共通して多い，
よって各種蚊族幼虫の棲息す

る水域の微小生物群は，ほぼ相似たものであると言える， 次にエ
ゾウスカとスジアシイエカを比較

すると，両水域を特徴
づける微小生物の種類には若干の入れ変りはあるにしても， 総べての種類の

信頼限界が重なっていることから，両水域は同一の節時に属するものとみなされる．
ところがヤマ

トヤブカの場合は， 上記
２種の蚊の場合に比べて， ＳＰかｏｇｙγα，Ａブタ２０８ろαＺメタ””＃，ＧＺβ７ｚｏメカ”” が

多いこと， 及び

　

Ｇγの夕２タフ如かめゑγα，Ｓ““““” が少ないことにより， エゾウスカやス
ジアシイエカ

の水域とはかなり異なる節嶋に属するものと考えられる． 要約すると， 各種蚊族幼虫の棲息する水

域の微小生物群は， ほぼ似たものであるけれども， ヤマトヤ
ブカの水域の微小生物だけは， 若千異

つた群集形態をもっていると言える，

　

尚 対仰ぎｃ”” は， 既に第１０図に示されたように， 蚊の幼虫の棲息しない水域に多くみられる種

類であるにもかかわらず，第１１図においては３種の蚊に， 総
べて平均値以上に多く発見され，特に

ヤマトヤブヵの場合には，
２７種のうちで最も多くみられる， このことは， 対仰ぎｃ彰” は神居古輝の

河原では極めて普遍的な微小生物であることを物語っているものであり， しかも， 既に述べたよう

に， 蚊の幼虫の侵入により微小生物群の個体密度
が貧弱になるということの好例になるもので， 興

味深く思われる．

要

　　　　　　　

約

　

１． 神居古樟大橋下の河原の，Ｐｏｔ
ｈｏｌｅ を主にした多数の水域から， ヤマトヤブカ， エゾウス

カ， スジアシイエカ， ハマダラウスカ， エ
ゾヤブカの５種類の蚊族幼虫を採集した．

　

２． ヤマトヤブカは４月下旬に醇化し，１１月下旬まで棲息している， エジウスカとスジアシイエ

カは６月上旬に出現し，７月下旬に最盛となり，
１０月下旬以後にはみられなくなる，

　

３， ヤマトヤブカは７月上旬まで優占種であるが，
７

　

月下旬には一時エゾウスカがこれに代って

優位に立ち， それ以後は再びヤマトヤ
ブカが優占種となる，

　

４． 民家の近くではエゾウスカが多くみられるが， 川に近
づくにしたがってヤマトヤブカが多く

なり， 川岸ではヤマトヤブカ以外は全くみられない，

　

５． 水量の少ない水域にはヤマトヤブカが多く， 水量の多い水域にはエ
ゾウスカやスジアシイエ

カが多く棲息している，

　

６． ヤマトヤブカは裸地の水域に多く棲息し， エ
ゾウスカは叢地の水域によくみられる， スジア

シイエカは広範囲に分布しているが，特に裸地の水域に多く
みられる， 蚊族幼虫は一般に濁った水

よりも澄んだ水に多く棲息している．

　

７． Ｇγの７２ブタ２郷夢みγ”，Ｓ“γかａ“”， 猛錫≠好ま” 等の微小生物は， 蚊族幼虫の棲息する
水域にのみ

発見きオ， ＤＺ焔ｚ‘ｇ幻，Ｃ形の夕２ｙ物〃ｚｏ“αｓ，Ｅ“ｇＺ鯛”α粥ｓ等は蚊族幼虫の棲息していない水
域に
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のみ発見される， 一般に微小生物は， 蚊の幼虫の棲息する水域よりも棲息しない水域の方が， その

種類及び個体数が豊富である，

　

８． 各種蚊族幼虫の棲息する水域の微小生物群は， ほぼ似たものであるけれども， 特にエゾウス
カとスジアシイエカの場合はよく似ており， ヤマトヤブカの水域だけは， 微小生物の群集形態が他

種とは若干異っている，

引
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献
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加藤陸奥雄， 渡辺清綱（１９５４）： 松島宮戸村 （富戸島） における蚊の調査報告， その１， 蚊族幼虫の発生源

　　

の実体調査とその考察， 宮城県衛生部．
加藤陸奥雄， 鳥海衷， 松田達郎（１９５５ａ）： 宮城県加護功山における蚊族幼虫の棲み分けについて， 生態学研
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１）青野弘の現住所 ： 旭川市江丹別中学談
２）国鉄神暦古樟駅より南西約５０ｍのところにあるつり橋

３）主として緑泥片岩類（Ｇｒｅｅｎｓｃｈｉｓｔｓ）

４）一応 ′マトヤブカ （Ａｅｄｅｓブリｏ’ｚなぞ‘ｓ）としておいたが， 実際はこの種と同一亜届（膚夕ぼりα亜属）に属
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ているので， このことについての詳細は別に報告する
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